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宇宙シミュレーション・ネットラボラトリーシステムの開発

Development of Space Simulation/Net-Laboratory System

# 臼井　英之[1], 松本　紘[1], 荻野　竜樹[2], 藤本　正樹[3], 大村　善治[1], 岡田　雅樹[4], 上田　裕子[5],

村田　健史[6], 上出　洋介[7], 品川　裕之[7], 田中　高史[8], 渡部　重十[9], 町田　忍[10], 羽田　亨[11],

杉山　徹[12], 関　華奈子[2], 篠原　育[13], 寺田　直樹[2]

# Hideyuki Usui[1], Hiroshi Matsumoto[1], Tatsuki Ogino[2], Masaki Fujimoto[3], Yoshiharu Omura[1], Masaki Okada[4],
Hiroko, O Ueda[5], Takeshi Murata[6], Yohsuke Kamide[7], Hiroyuki Shinagawa[2], Takashi Tanaka[8], Shigeto
Watanabe[9], Shinobu Machida[10], Tohru Hada[11], Tooru Sugiyama[12], Kanako Seki[2], Iku Shinohara[13], Naoki
Terada[14]

[1] 京大・宙空電波, [2] 名大 STE 研, [3] 東工大・理・地球惑星, [4] 極地研, [5] 宇宙開発事業団, [6] 愛大・

工・情報, [7] 名大・STE 研, [8] 九大, [9] 北大・理・地球惑星, [10] 京大・理・地球惑星, [11] 九大・総理

工・大気海洋, [12] 京大 RASC, [13] 宇宙研

[1] RASC, Kyoto Univ., [2] STEL, Nagoya Univ., [3] DEPS, TITECH, [4] NIPR, [5] NASDA, [6] Computer Sci,Ehime Univ,
[7] STEL, Nagoya Univ, [8] Kyushu University, [9] Earth and Planetary Sci., Hokkaido Univ, [10] Dept. of Geophys., Kyoto
Univ., [11] ESST, Kyushu Univ, [12] RASC, Kyoto, [13] ISAS, [14] STE Lab., Nagoya Univ.

過去 30年近く世界のスペース・プラズマ・シミュレーションをリードしてきた我が国において、その蓄積され

た知見と技術を更に発展させ社会に還元するためには、21 世紀に幕開けする宇宙利用時代に役立つシミュレー

ション技術と科学を新しく展開する必要がある。太陽面での爆発現象が引き起こす人工衛星の放電事故や高エネル

ギー電子の挙動などはプラズマシミュレーションなしにはその予報および対策はおぼつかない。 この目的のため、

これまで別々に用いられてきた電磁流体シミュレーションや粒子シミュレーションがネットワーク上で統一的に

扱えるソフトウェアシステムを構築し、Web 上で用意されたパラメータ入力用テンプレートを用いて初期値設定を

行なうだけで誰でもプラズマシミュレーションを行なうことができる環境が必要となった。シミュレーション結果

は高速ネットを用いて研究者が相互に閲覧できるように、3次元可視化法や動画等を利用したデータの統合的開示

（呈示）システムの構築も行なえるようにする。

このシミュレーションシステム環境を構築するため、科学技術事業団の計算科学技術活用型特定研究開発推進

事業に応募し、地球・宇宙観測分野の平成 12 年度研究課題として「宇宙シミュレーション・ネットラボラトリー

システムの開発」が採択された。本研究では、天文シミュレーション分野（千葉大・松元亮治教授代表）とスペー

スプラズマ分野（京都大・松本紘教授代表）の研究者から構成される組織により、天体シミュレーション実施支援

システム、スペースプラズマシミュレーション実施支援システム、及びネットワークを介したシミュレーション

データの共有解析システムの開発を行なう。本研究により、一般ユーザーがネットワークを通じて計算機シミュ

レーションを行なえる環境が提供でき、宇宙プラズマ物理、宇宙環境科学における計算機シミュレーション手法の

普及、推進に大きく貢献できると考える。本講演では、特にスペースシミュレーションに関連する部分を概説する。


